













A Research on the Shedding Motion of Power Loom 
Masao TERASA K.I， Satol・uTSUBOTA 
For the purpose of increasing the weaving e伍dencyof power 100m by reduclng warp breakage， we con月id-
ered the warp strain in weaving and planned and made fIve different shedding tappet百 forplain weave. For 
them ¥'e t明記don the relation between the heald harne耳目 motionand warp tension， and the break of warp 
in weaving. 
Following re月uItsare obta1ned. 
(1) The tension of !ifted warp is smaller than the tension of depre月白edwarp. 
(2) The variety of depre問edwarp tension i月 moresudden than the variety of lifted warp ten再lon.
(3) The tappet whose dwell of日mall1'adiu日 i円。0，move司 mostsmoothly and keep巧 them08t smooth variety 
to the warp tension. 
(4) The tappet whose dwell i8 small， re山 cesboth the warp ten円10nand the variety of warp ten百10n. But 
when the 100m moves at h1gh speed， the upper side of shuttle touche月thewarp and con月equentlythe break円
。fwarp are increa舵d.
(5) When the dwell of tappet is equaI 1n slze， the motion of heald harne円swhich reduce it百円peed 1n 
















(乙)歯車を利用する方法 (3)dubby m乱chineを利用する方法性)Je.cquard machineを利用する方訟がおり，又関口運動
を経糸の連載f状態から分類すれば(1)bottom clused月hedding(乙)Center clo月edshejd:ng (3) ¥.pen ~;hむdding W 日emi-
open月heddingの樺額がある O 本研究は tappd円heddingによる場合につき考究し，特に ccntel" cl( ， ~;e 1 sheJdi.ngの場
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No.l…綜蹴の静止時聞をグラ γグ軸の 1200 左L，綜地に与へる運動幸子}川monicratlo ~こする。
No.2…綜蹴の静止時聞をグテング軸の 1200 とし綜械の速度を開口の際に，経糸の受ける歪に反比例して蹴速せ
しむ。
No.3…緯締の静止時間を綜離が下降された時にl士グラング軸の 800 とL.綜慨が上昇された時には 00 とL.綜梢
に与える運動は No.1と同じ〈す。







及びテγショ γ ・メータの可動ロ戸ラに取付け，水害ナ満し 才少シログテy
た木製容器中に夫々垂直に挿入L，容器の底には鉄舷』及
ひずrを置き之等を夫々両極とした。然る時綜蹴の上下動
及び経糸張力の変化によるテ y シヨコ/・メ F タの可動ロ F
ラの変位によって ab及び〆グ聞の距離か〉が変化し，之に












閉内で測定した。次にisI足時間の経過と Rの値の関係や X のft白[cm，1~ 
C~ì1及び 15cm の 3 箇所で測定した結果，何れも測定時IlJ tO分間に於ては
第4図に示す如<Rの値は殆ど変化しなかった。又水槽中に於ける d及










A -A ~Þf'.咽 180 r.p.m.で製
210 
織した場合の綜
e・eEa " tS 治 lS ヲU 哲 咽t:...../・:‘ 統の運動と経糸(tille llIon) 

























糸!母のI直径は夫々等しくした。又試 第 5 岡
料中生糸以外は無柑lで生糸のみ次の如き謂合で壷糊で2度糊付したものを使用した。
即ち 1度糊......布海苔 20g.白磁 3g.澱粉 4g.マルセ JL-石鹸 4g.モノポ戸ル O.2g・7.1'<lOOJc・c.
2度糊…・.布海苔 18g.白自民2.5g.澱粉 2.7g."'7" Jl-セル石鹸 19.モノポール O.2g.腰 2g・7.1'<.lOOOc.c.
此実験によって次の様な事が考えられる。
(1)綜蹴が上昇する場合の経糸張力仕何れも綜械が下降する場合より小であるO









加する。之は Warplineを Backrailと Breastbeamを結ぶ線より下降せLめた為である o
(.1) tappet No. 3及び No.5は綜概が上弄及ひ下降する時共に円滑に運動して綜輔が踊る事なく経糸張力の変化も
他のものに比Lて急激でない。之は bowlと tappetとの圧着がよい為である。 UIJち tappetの矩半径に於ける Dwell
をOにすれば bowll: tappetの庄着がよい事が分る。之は経糸切断によい影枠を与えると考へられるが，本予が飛走ず
る際上昇された経糸と梓とが接触して経糸切断の原肉となる心聞がある。
(5) tappet No. 1. No. 2， No. 4は dwdlに入ってから綜統治:踊る為経糸眼力に変化を来し，特に綜蹴が下降する
場合にその変化が急激である。而して之等3者を比較すると，経糸に与へる張力及び握力の変化は No.lが最も大で
No.4は No.l及び No.2より小である。即ち Dwellを小にすれば経糸に与える眼力及び張力の変化は共に棋少






¥¥ぜツト種類| 経糸切断回数 (e叫 h.)
No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 
綿 糸 30'S 3.0 2.6 5.2 4.6 3.2 
ス ブ糸 30/S 3.7 2.9 3.8 4.8 6.0 
人絹糸(ピス)120d 0.7 1.2 2.0 2.6 3.3 





叉上記j織躍に tappetNo. 1及び No.2{"J::'取付け綿糸20唱を使用L，28羽/吋の震に1羽2本引込み，接通巾 30ぺ
打込数日本/吋止し廻転数 180r.p.m.tこて細市を製織L，経糸切断数を測定Lたるに織上長叩yd.に対して No・1I土
6本， No.2はOであった。なお今後更に相当量の製錨試験を行ってみたいとe思号。
上記の表及び細布製織試験に示す如< tapptt N o.2は経糸切断防止に相当有効である。 (3)の実験に於て No.3及
び No.5の ta.ppetは綜繊の運動が円滑で，経糸張力及び張力の変化も少<.経糸切断数は No.l及び No.2に比
Lて小kなるべきであると考えられるが，去.lって増加したのは Dwellが小なるため上昇された経糸が持の上国主接触





際に経糸の受ける歪に反比例しで減速するもの等5種の平織用 tappetを試作L，之を reedspace 44'/の豊田自軍縮
機に取り付け 180r.p.m.で製織実験を行った結果，次の様な事が分った。即ち No.3及び No.5の如< tappetの短
半俸の部分に於ける Dwellを0にしたものは tappむtと bowlとの圧着がよし綜輔の運動仕最も円滑で，経糸張力
の変化も小である。叉 Dwell脅小にすれば綜械が梓口会作る時聞が大となり，経糸に与える張力及び張力の変化は共
に減少するが，梓が飛走する際，梓の上面と経糸とがJ妄触して去Ilっと経糸の切断数が増加する。聞して reed日pace44// 
位の織機で 18Jr.p.m. 程度の辿皮で運転する場合 tappe~ の Dwell はクフ γ ク軸の 120 0 院が必要である。此場合，綜




Mechanism of Positive Let-off Motion of Tricot Warp Loom 
Masao TERASAKI. Matsuo MAEDA. 
The aIm of our月tndyis to find the way to rednce the load which is gIven on warps and prevent the 
fatigue of warps when thcy ;(fe let off on a tricot warp Joom. For thi月 purposewe have made use of cam 
to let vff warp月 poちitivelyand te月tthe (:;仔ectof the 1とtting-、offmechani丹m.
The r制 ul臼 ofQur吊tudyshow that this apparatus is e汀ectiγeenough to reduce the load of warp. But we 
ha.ve fllther learned that there COl.lr¥ h日月omemure prohlem日 tobe 日olv町1hefore we may attain perfection in 
our ft;SU!t日， flUCh <ti:i more accurate determination of the cam i:hape. 
